
氷
室
家
文
書 

氷
室
家
は
、
給
人
格
八
人
扶
持
の
高
槻
藩
士
で
あ
る
。
同
家
で
は
代
々
、
藩
の
兵
学

者
を
輩
出
し
、
高
槻
藩
内
で
兵
学
の
指
導
を
行
っ
た
。
氷
室
家
が
藩
へ
仕
官
し
た
時
期

は
判
然
と
し
な
い
が
、
宝
暦
年
間(

一
七
五
一
～
一
七
六
三)

成
立
の
高
槻
藩
分
限
帳
に

は
、そ
の
名
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、こ
れ
以
降
に
仕
官
し
た
藩
士
だ
と
推
測
で
き
る
。 

氷
室
家
文
書
は
、
慶
安
三
年(

一
六
五
〇)

か
ら
明
治
十
六
年(

一
八
八
三)

ま
で
の
総

数
六
十
九
点
の
文
書
群
で
、
そ
の
内
訳
は
近
世
文
書
が
四
十
六
点
、
近
代
文
書
が
二
十

三
点
で
あ
る
。
本
文
書
か
ら
は
、
氷
室
丹
治
が
、
文
化
八
年(

一
八
一
一)

に
扶
持
を
与

え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
丹
治
の
代
か
ら
、
善
之
助
・
荘
右
衛
門
・
順
三
郎
の
四

代
に
わ
た
る
事
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。 

最
古
の
史
料
は
、
慶
安
三
年(

一
六
五
〇)

に
窪
田
長
左
衛
門
安
重
が
記
し
た
「
窪
田 

家
由
緒
書
」(

文
書
番
号
1)

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
先
祖
の
窪
田
和
泉
守
は
、
五 

摂
家
の
ひ
と
つ
で
あ
る
近
衛
家
の
末
流

で
氷
室
村
近
辺
を
領
有
し
、
そ
の
弟
は

福
島
正
則
に
仕
え
た
と
い
う
が
、
和
泉

守
の
系
図
・
古
記
録
類
は
、
高
山
右
近

の
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
あ
る
。

後
半
部
は
年
中
行
事
に
つ
い
て
記
す
。

正
月
六
日
に「
若
餅
つ
き
」を
行
っ
て
、

元
日
を
祝
う
こ
と
や
、
正
月
に
は
門
松

や
注
連
飾
り
を
飾
ら
ず
、
節
分
に
は
鰯 

を
柊
に
刺
さ
な
い
と
い
っ
た
習
俗

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
由

緒
書
か
ら
は
、
窪
田
家
と
氷
室
家

と
の
関
連
を
読
み
取
れ
な
い
。 

承
応
三
年(

一
六
五
四)

の
「
氷

室
塚
由
来
書
之
事
并
氷
室
家
系

図
」(

文
書
番
号
2)

は
、
氷
室
塚

の
由
緒
と
窪
田
家
と
の
関
わ
り
を

記
す
。
由
来
書
に
よ
る
と
、
承
応 

二
年(

一
六
五
三)

十
二
月
、
窪
田
善
右
衛
門
の
夢
に
白
装
束
の
夫
婦
が
現
れ
、
そ
の
夫

婦
は
、
古
代
に
氷
室
の
氷
を
天
皇
へ
献
上
し
た
人
物
で
、
善
右
衛
門
の
先
祖
だ
と
告
げ

た
と
い
う
。
翌
日
、
善
右
衛
門
が
氷
室
塚
へ
行
き
、
地
面
を
掘
る
と
「
石
の
か
ら
と
」

が
出
た
た
め
、
藩
主
へ
報
告
す
る
と
、「
氷
室
大
明
神
」
の
勧
請
と
、
善
右
衛
門
が
「
氷

室
」
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
所
蔵
者
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、「
石
の
か
ら
と
」(

石
室
ヵ)

や
氷
室
に
言
及
し
て
お
り
興
味
深
い
。氷
室
塚
は
、

現
在
の
氷
室
町
二
丁
目(

小
字
名
「
塚
後
」)

に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
旧
来
「
氷
室
塚
古
墳
」

と
呼
ば
れ
る
前
方
後
円
墳
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。『
高
槻
市
史 

考
古
編
』
で
も
紹
介

さ
れ
る
が
、
宅
地
化
の
た
め
詳
細
は
不
明
と
す
る
。
過
去
の
発
掘
調
査
で
も
古
墳
に
関

す
る
遺
構
や
遺
物
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
現
在
で
は
池
を
掘
削
し
た
際
に
発
生
し
た
盛

土
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
本
史
料
か
ら
は
、
江
戸
時
代
か
ら
氷
室
塚
に
関
す
る

伝
承
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 

文書番号1 窪田家由緒書 

文書番号2 氷室塚由来書の部分 



次
に
氷
室
家
の
履
歴
を
示
す
史
料
を
紹
介
す
る
。「
氷
室
丹
治
履
歴
書
上
」(

文
書
番

号
17)

と
、「
上
杉
謙
信
輝
虎
御
軍
法
」(

文
書
番
号
30)

に
集
録
さ
れ
る
「
氷
室
家
由

緒
書
」
に
よ
る
と
、
丹
治
は
、
文
化
八
年(

一
八
一
一)

に
「
御
勝
手
末
席
」
の
合
力
米

と
し
て
五
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
、
文
政
二
年(

一
八
一
九)

に
は
給
人
格
・
御
広
間
番
に

任
命
さ
れ
て
八
人
扶
持
を
授
か
っ
て
い
る
。こ
の
頃
か
ら
高
槻
藩
内
で
兵
学
の
教
授
と
、

藩
士
へ
の
稽
古
を
行
っ
て
い
る
。
同
三
年
に
は
御
茶
之
間
番
に
任
命
さ
れ
て
出
丸
に
屋

敷
を
拝
領
し
た
が
、
翌
年
、「
不
慎
之
儀
」
に
よ
っ
て
失
職
し
た
。「
不
慎
」
の
内
容
は

不
明
だ
が
、
子
息
・
善
之
助
へ
の
相
続
は
容
認
さ
れ
て
い
る
。 

丹
治
の
子
の
善
之
助
は
、
文
政
四
年
に
四
人
扶
持
を
授
か
り
、
翌
年
の
丹
治
死
去
に

伴
い
藩
か
ら
の
許
し
を
得
て
兵
学
修
行
の
た
め
に
丹
波
国
綾
部
藩(

京
都
府
綾
部
市)

へ 
向
か
う
。
そ
し
て
同
八
年
に
は
格
が
徒
歩

並
、翌
年
に
は
中
小
姓
並
に
な
っ
て
い
る
。

同
十
年
に
父
と
同
じ
く
御
茶
之
間
番
に
任

命
さ
れ
、
二
年
後
に
は
給
人
格
へ
昇
格
し

た
が
、
同
年
に
「
心
得
違
」
に
よ
っ
て
給

人
格
次
席
に
降
格
し
て
い
る
。
た
だ
、
天

保
三
年(

一
八
三
二)

に
は
給
人
格
に
復
帰

し
た
。 

善
之
助
の
子
・
荘
右
衛
門
の
事
跡
は
、

乾
性
寺(

天
神
町)

に
あ
る
氷
室
景
隆(

荘 

右
衛
門)

の
墓
碑
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
荘
右
衛
門
は
、
丹
波
国
綾
部
藩
で
兵
学
修
行
を
し
、
修
得
後
に
は
高
槻
藩
十
一
代

藩
主
・
永
井
直
輝
の
前
で
兵
学
を
講
じ
た
と
い
う
。
安
政
三
年(

一
八
五
六)

に
五
十
六

歳
で
没
し
、
遺
言
に
よ
り
乾
性
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
な
お
、
荘
右
衛
門
の
墓
碑
は
、
養

子
の
安
澄(

順
三
郎)

と
門
人
の
内
藤
宇
門
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。 

荘
右
衛
門
に
は
実
子
が
お
ら
ず
、
菁
莪
堂
の
儒
者
・
三
崎
氏
か
ら
順
三
郎
を
養
子
に

と
っ
た
。
野
身
神
社
蔵
の
『
永
井
家
分
限
帳
』
に
よ
る
と
、
安
政
三
年(

一
八
五
六)

に
、

亡
父
荘
右
衛
門
の
家
督
・
六
両
三
人
扶
持
を
相
続
し
、
給
人
格
・
御
広
間
番
に
任
命
さ

れ
た
。
文
久
元
年(

一
八
六
一)

四
月
に
は
、
越
後
流
兵
学
の
修
得
の
た
め
、
藩
か
ら
銀

五
枚
の
修
行
料
を
授
か
り
、
同
年
六
月
か
ら
三
年
間
の
兵
学
修
行
を
認
め
ら
れ
、
二
人

扶
持
を
給
与
さ
れ
て
い
る
。
慶
応
二
年(

一
八
六
六)

に
は
「
兵
学
出
精
」
に
よ
り
稽
古

料
二
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
。
翌
年
十
二
月
、
高
槻
藩
士
が
、
長
州
藩
の
上
洛
に
際
し

て
城
に
入
っ
た
「
籠
城
の
節
手
配
書
写
」(

郡
家
文
書
・
当
館
寄
託)

に
は
、「
冠
木
御
門

固
」
の
藩
士
の
中
に
「
軍
師
方 

氷
室
須(

順)

三
郎
」
の
名
が
見
え
る
。 

氷
室
家
は
、
上
杉
謙
信
の
戦
闘
方
法
を
基
に
し
た
兵
学
で
あ
る
「
越
後
流
」
を
代
々

修
得
し
、
藩
内
で
教
授
し
た
。「
武
門
要
鑑
抄
」(

文
書
番
号
25)

は
、
越
後
流
兵
学
の

基
本
的
な
教
義
書
で
、
末
尾
に
は
越
後
流
を
修
得
し
た
人
物
と
し
て
、「
氷
室
善
之
助
景

隆
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。 

越
後
流
兵
学
を
修
得
す
る
と
、
師
匠
か
ら
門
人
へ
軍
官
免
状
と
い
う
免
許
状
が
伝
授

さ
れ
る
。
元
治
元
年(

一
八
六
四)

の
軍
官
免
状(

文
書
番
号
10)

は
、
越
後
流
の
師
範
で

あ
る
野
々
村
倫
右
衛
門
が
、
氷
室
順
三
郎
へ
伝
授
し
た
も
の
で
、
越
後
流
学
位
の
「
権

征
軍
師
融
貞
弼
号
」
が
授
与
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
上
杉
謙
信
が
当
初
に
名
乗
っ
た
長

文書番号30 氷室善之助の履歴の部分 



尾
景
虎
に
ち
な
み
、
名
前
に
「
景
」
の
字
を
使
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
な
お
氷
室

家
で
は
、
代
々
「
景
隆
」
を
名
乗
っ
た
。
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

の
軍
官
免
状(

文
書
番

号
12
・
14)

は
、
順
三
郎
が
門
人
の
内
藤
宇
門
に
伝
授
し
た
も
の
で
、
本
史
料
は
控
で

あ
ろ
う
。内
藤
宇
門
は
家
禄
三
百
五
十
石
で
、元
治
元
年
に
は
家
老
に
就
任
し
て
い
る
。

氷
室
家
が
藩
の
ど
の
よ
う
な
人
物
に
兵
学
教
授
を
行
っ
た
の
か
が
分
か
る
史
料
で
あ
る
。 

兵
学
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、絵
図
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
四
神
相
応
之
地
城
絵
図
」

(

文
書
番
号
35)

は
、
青
龍(
東)
・
白
虎(

西)

・
朱
雀(

南)

・
玄
武(

北)

の
四
神
に
ふ
さ

わ
し
い
地
理
的
環
境
に
築
城
す
る
設
計
図
で
あ
る
。こ
の
城
は
実
在
す
る
城
で
は
な
く
、

理
想
の
絵
図
で
あ
る
。
百
騎
陣
取
図(
文
書
番
号
36)

と
い
っ
た
陣
形
図
も
、
越
後
流
の

兵
法
に
則
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
兵
法
上
で
の
理
想
的
な
陣
取
図
で
あ
り
、
門 

人
へ
兵
法
を
教
授
す
る
際
に
利
用
さ

れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

高
槻
に
関
す
る
絵
図
で
は
、
「
成

合
・
川
久
保
鹿
狩
配
置
図
」(

文
書
番

号
31)

と
「
川
久
保 
字 
新
開 

鹿
狩

配
置
図
」(

文
書
番
号
32)
が
あ
る
。

嘉
永
四
年(

一
八
五
一)

、
高
槻
藩
は

成
合
か
ら
川
久
保
に
か
け
て
の
山
地

で
、
軍
事
演
習
を
目
的
に
し
た
鹿
狩

を
実
施
し
た
。
藩
主
永
井
家
の
家
紋

で
あ
る
「
一
文
字
三
星
紋
」
の
入
っ 

た
赤
い
陣
幕
を
廻
ら
せ
た
場
所
が
本
陣
で
あ
る
。
鹿
狩
が
実
施
さ
れ
た
年
か
ら
、
氷
室

荘
右
衛
門
景
隆
が
所
有
し
た
配
置
図
と
考
え
ら
れ
る
が
、
鹿
狩
で
氷
室
家
が
ど
の
よ
う

に
関
与
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

「
在
町
御
目
見
座
次
書
上
」(

文
書
番
号
16)

は
、
天
保
十
五
年(

一
八
四
四)

八
月
三

日
に
高
槻
城
内
の
「
鶴
之
間
」
と
「
御
広
間
」
で
、
高
槻
藩
内
の
庄
屋
・
年
寄
ら
が
、

十
一
代
藩
主
・
永
井
直
輝
に
謁
見
し
た
際
の
図
で
あ
る
。
藩
主
が
出
座
す
る
鶴
之
間
に

は
、
家
老
が
側
に
控
え
、
庄
屋
・
年
寄
ら
の
謁
見
が
行
わ
れ
る
「
御
広
間
」
に
は
、
郡

奉
行
と
町
奉
行
の
ほ
か
、
番
士(

広
間
番)

が
控
え
て
い
る
。
高
槻
城
の
御
殿
内
部
の
様

子
が
窺
え
る
上
、
藩
主
謁
見
に
際
し
て
の
藩
士
の
座
次
が
分
か
る
好
史
料
で
あ
る
。 

近
代
文
書
で
は
、明
治
二
年(

一
八

六
九)

か
ら
翌
年
七
月
の
廃
藩
置
県

ま
で
存
在
し
た
高
槻
藩
政
庁
の
職
制

表(

文
書
番
号
57)

や
、
氷
室
家
の
一

族
の
氷
室
良
造
が
、
天
皇
の
御
典
医

を
勤
め
た
三
角
有
裕
か
ら
医
術
を
学

び
、
嘉
永
二
年(

一
八
四
九)

に
内
科

医
を
開
業
し
て
明
治
五
年(

一
八
七

二)

ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
の
届

け
出(

文
書
番
号
47
・
48)

な
ど
が

見
ら
れ
る
。 

 
 
 
(

芦
原
義
行
） 
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文書番号 一括状況 文書名 年号 月 日 西暦 差出 宛名 形状 数量 法量 整理番号 備考

1 箱、袋 窪田家由緒書 慶安3 9 - 1650 窪田長左衛門、藤原安重 － 継紙 1
24.1×
118

58

2 箱、袋
氷室塚由来書之事并氷室
家系図

承応3 正月 26 1654 窪田勘左衛門、藤原安則 － 継紙 1
24.2×
76.1

57 袋一括（整理番号57～66）

3 箱 登船獨案内（版本） 享和元 3 - 1801 「氷室安隆 蔵」と有り － 横帳 1
7.1×
16.2

42

4 箱 和漢名数（和本） 享和3 7 - 1803
皇都書舗　銭屋荘兵衛出
雲寺文治郎

－ 竪帳 1
11.0×
7.7

39

5 箱 建物太極答書 天保12 － - 1841 吉田陰陽大允源有親 － 一紙 1
22.5×
58.2

20

6 箱 春粧真之大之図 弘化4 2 - 1847 梅園芳太郎宣家謹識 －
継紙
(絵図)

1
55.2×
70.4

10 百城之内八番地

7 箱 〔的弼秘事相承書〕 嘉永3 12 - 1850 氷室善之助 関巖殿 一紙 1
39.2×
52.7

38

8 箱
弘化三丙年六月十八日
亡父廿五回忌相当諸事記

嘉永7 6 - 1854 － － 横帳 1
12.5×
34.4

23
付帳「嘉永七寅歳六月十八日廓然
得悟居士三十三回忌相当法事修行
諸事覚」とあり

9 箱
広胖院一貫義道居士葬式
諸扣

安政3 5 20 1856 － － 横帳 1
12.5×
33.6

25
俗名　氷室荘右衛門　行年
五拾六才

10 箱 軍官免状 元治元 9 28 1864
野々村倫右衛門景隆
（花押）（印）

氷室順三郎殿 一紙 1
52.4×
65.2

33

11 箱 大備旗本図 元治元 9 - 1864 氷室安澄　写之 －
継紙
(絵図)

1
12.1×
82.8

37

12 箱 軍官免状 慶応3 正月 11 1867
氷室順三郎景隆
（印）（花押）

内藤宇門殿 一紙 1
52.2×
64.2

09

13 箱 相続讖文 慶応3 正月 11 1867
氷室順三郎景隆
（花押）（印）

内藤宇門殿 一紙 1
52.3×
65.6

49

14 箱 軍官免状 慶応4 正月 - 1868
氷室順三郎景隆
（印）（花押）

内藤宇門殿 一紙 1
38.5×
52.0

32

15 箱 相続讖文 慶応4 － - 1868
氷室順三郎景隆
（印）（花押）

内藤宇門殿 一紙 1
38.5×
50.2

22

16 箱 〔在町御目見座次書上〕 － － - － － － 一紙 1
24.0×
32.7

08
朱書「天保十五年辰八月三日　在
町御目見、同日八ツ時揃にて御場
所図之通」

17 箱、袋 〔氷室丹治履歴 書上〕 － － - － － － 一紙 1
20.0×
7.6

61

18 箱 服忌令 － 11 30 －

酒井備後守家来 三井宇右衛
門、石川主殿頭家来 高木源
左衛門、松平豊後守家来　田
副利大夫

－ 横帳 1
9.7×
15.7

12
元禄6年12月11日、
元文元年9月15日の追記有。

氷室家文書目録
近世



19 箱 家名紙札（出丸氷室） － － - － － － 一紙 1
17.7×
10.4

01

20 箱 家名紙札（出丸氷室） － － - － － － 一紙 1
17.4×
13.1

03

21 箱 〔氷室家紋所書〕 － － - － － － 一紙 1
14.3×
21.2

07 包紙付

22 箱 〔鎧櫃寸法図面書〕 － － - － － － 一紙 1
18.0×
41.6

02

23 箱 〔算法問答書〕 － － - － － － 継紙 1
16.2×
38.2

05

24 箱 玉刀流柔術極秘書 － － - － 安隆 － 横帳 1
10.5×
18.9

14

25 箱 武門要鑑抄（巻1～7） － － - － － － 横帳 1
13.9×
19.6

34
・巻末に権征軍師融貞剛弼氷室善
之助景隆の名が有り。上杉謙信を
祖とする。・書写本

26 箱 幢魂四種奥議 － － - － 景隆（花押）（印） 不明（切取有り） 一紙 1
52.2×
65.4

48

27 箱 三種神秘 － － - － 景隆（花押）（印） － 一紙 1
52.9×
65.4

50

28 箱 幢魂四種奥議 － － - － 景隆（花押）（印） － 一紙 1
52.0×
65.5

51

29 箱、袋 越後流秘傅 － － - － 野々村景隆（印）（印） － 一紙 1
36.1×
48.8

59

30 箱 上杉謙信輝虎御軍法 － － - － － － 巻物 1
15.7×
570.0

67
氷室丹治・善之助の履歴も
あり

31 箱
〔成合、川久保鹿狩配置
図〕

－ - - － － －
一紙
(絵図)

1
54.2×
64.6

16 彩色絵図

32 箱
〔川久保　字新開　鹿狩
配置図〕

－ － - － － －
継紙
(絵図)

1
39.7×
54.8

17 彩色絵図

33 箱
〔百城之内十六番本丸
図〕

－ － - － 宣家　謹稿之 －
一紙
(絵図)

1
27.6×
39.7

18

34 箱 五拾騎一備之図 － － - － 氷室安澄　稿之 －
継紙
(絵図)

1
91.5×
45.6

19

35 箱 四神相応之地 － － - －
権征軍師融貞剛弼　氷室
善之助景隆　謹識

－
一紙
(絵図)

1 32.5×44.8㎝21

36 箱 百騎陣取図 － － - － 景幹　謹誌 －
継紙
(絵図)

1
60.0×
51.9

52

37 箱 〔景虎公総縄之図〕 － － - －
要門末寺融温児弼　源景
豊（印）

宮川権兵衛　様
継紙
(絵図)

1
99.4×
109.4

54 彩色絵図



38 箱 〔品川沖周辺絵図〕 － － - － － －
一紙
(絵図)

1
38.1×
53.2

13

39 箱
〔張紙書写〕（人倫の道
につき）

－ － - － － － 一紙 1
24.0×
33.3

24

40 箱 〔金紋付様心得等書上〕 － － - － － － 横帳 1
16.4×
33.5

53

41 箱 敬白起請文之事（案文） － － - － 姓名　名乗　血判 要門兵談所 一紙 1
52.1×
65.3

26

42 箱 妙振出風漢方書 － － - － － － 一紙 1
17.3×
26.2

27

43 箱 〔孟子・詩経　書写帳〕 － － － － － 横帳 1
9.1×
19.8

31

44 箱
〔伊藤惟章書七言絶句書
上〕

－ － - － － － 一紙 1
23.5×
31.2

44

45 箱 大学・中庸（和本） － － - － 所有　氷室達次郎 － 竪帳 1
16.0×
11.3

36

46 箱
諸国順覧懐寶道中図鑒
（版本）

－ － - － － － 折本 1
15.6×
7.6

41

47 箱
記（嘉永二丁酉八月廿五
日医院開業の届につき）

明治5 11 - 1872
摂津国嶋上郡第一区
氷室邑江寄留御貫属士族　氷
室良造（印）

－ 横帳 1
26.8×
19.1

28 帳はずれ

48 箱
記（嘉永二丁酉八月廿五
日医院開業の届につき）

－ － - －
摂津国嶋上郡第一区
氷室邑江寄留御貫属士族　氷
室良造（印）

－ 横帳 1
27.0×
18.7

29 帳はずれ

49 箱 〔明治七年布達書写〕 明治7 4 2 1874 大蔵卿　大隈重信 － 一紙 1
23.1×
18.2

11

50 箱 〔明治七年布達之写〕 明治7 4 2 1874 大蔵卿　大隈重信 － 一紙 1
23.1×
29.7

45

51 箱
〔明治7戌年七日廿八日
布達之写〕

明治7 7 28 1874 － － 一紙 1
24.0×
32.1

55

52 箱
小学珠算稽古本　初等第
三級

明治16 3 9 1883 出版　編さん人　郡正光 － 横帳 1
10.9×
15.4

35

53 箱
〔勝尾寺山内寶城院住職
隆賢・略歴書〕

－ － - － － － 一紙 1
24.0×
16.3

06

54 箱、紐
〔朝政御一新につき書
上〕（断簡）

－ － - － － － 竪帳 1
24.9×
17.3

43‐1 紐一括（43‐1～43‐3）

55 箱、紐
〔朝政御一新につき書
上〕（断簡）

－ － - － － － 竪帳 1
25.0×
17.3

43‐2 紐一括（43‐1～43‐3）

近現代



56 箱、紐
〔朝政御一新につき書
上〕（断簡）

－ － - － － － 竪帳 1
25.1×
17.3

43‐3 紐一括（43‐1～43‐3）

57 箱 〔高槻藩庁職制表〕 － － - － － － 継紙 1
40.3×
27.6

15 図表したもの

58 箱 〔銭別書上〕（断簡） － － - － － － 横帳 1
7.6×
17.8

46 帳はずれ

59 箱 貫属替送籍書式 － － - －
右村或ハ町戸長　何条某
（印）

何県府御管下第何区何
町或ハ何村戸長

一紙 1
24.5×
26.7

30

60 箱 旧高槻縣貫属士族之事 － － - － － － 一紙 1
28.0×
23.5

47

61 箱、袋
家禄奉還ノ者へ資金被下
方規則

－ － - － － － 一紙 1
28.1×
40.0

65

62 箱 道具点数簿 － － - － － － 横帳 1
7.7×
13.5

40

63 箱 〔兵制之儀につき書上〕 － － - － － － 一紙 1
39.4×
28.2

56

64 箱、袋 〔餌フゴロ留方　書上〕 － － - － － － 一紙 1
16.0×
11.2

60

65 箱、袋 栞（正月飾の絵・版本） － － - － － －
一紙
(絵図)

1
13.3×
14.0

62

66 箱、袋 〔高槻御音物　下書〕 － － - － － － 一紙 1
13.7×
20.0

63

67 箱
引札（珈琲糖用法・効
用）

－ － - － － － 一紙 1
14.1×
18.1

04

68 箱、袋 〔植栽法　書上〕 － － - － 八坂塔下 植木屋 伝授 － 一紙 1
15.4×
10.8

64

69 箱、袋
〔兵家書籍・戦乱・
　図画類差出之事写〕

－ 7 30 － 陸軍卿山縣有朋 － 一紙 1
15.4×
24.3

66 袋一括（整理番号57‐66）


